
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository

Title
ヴェトナム黎朝期「充軍」考

Author(s)
八尾, 隆生

Citation
史学研究 , 311 : 48 - 62

Issue Date
2022-03-25

DOI

Self DOI

URL
https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00055721

Right

Relation

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00055721


48

は
じ
め
に

　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
史
研
究
の
現
況
を
概
観
し
た
際
、
痛
感
す
る
の
が
史
料

の
豊
富
な
日
本
史
や
中
国
史
、
或
い
は
西
洋
史
と
比
べ
、
圧
倒
的
に
前

近
代
社
会
史
の
研
究
が
貧
弱
な
こ
と
で
あ
る
。
原
因
は
簡
単
で
、
そ
れ

に
適
し
た
史
料
が
十
分
に
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
尽
き
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
本
国
が
開
放
路
線
に
転
換
し
て
以

降
、
国
家
公
文
書
館
や
漢
文
・
漢
喃
史
料
研
究
に
特
化
し
た
漢
喃
研
究

院
の
所
蔵
す
る
史
資
料
が
外
国
人
に
も
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
研

究
環
境
は
劇
的
に
改
善
さ
れ
た
。
故
桜
井
由
躬
雄
氏
［
一
九
九
四
：

一
五
八
］
は
そ
う
し
た
現
象
を
「
ベ
ト
ナ
ム
の
史
料
革
命
」
と
命
名
し

た
。
し
か
し
そ
う
し
た
公
的
機
関
所
蔵
史
資
料
公
開
の
恩
恵
を
最
も
受

け
た
の
は
や
は
り
近
世
末
期
の
阮
朝
期
（
一
八
〇
二
～
一
九
四
五
年
）

や
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
期
の
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
筆
者
の
専
門
と
す
る

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
黎
朝
期
「
充
軍
」
考

八
　
　
尾
　
　
隆
　
　
生

研
究
ノ
ー
ト

黎
朝
期
（
中
で
も
一
五
世
紀
を
中
心
と
す
る
前
期
が
中
心
）
の
史
資
料

は
、
結
局
現
地
に
収
集
に
行
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
も
得

ら
れ
た
も
の
は
阮
朝
期
以
降
の
再
写
版
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ら

を
主
に
利
用
し
た
拙
著
［
八
尾　

二
〇
〇
九
］
は
、
史
料
批
判
の
厳
正

さ
に
問
題
の
あ
る
も
の
と
評
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
現
地
に
残
る
史
資
料
の
不
備
を
補
完
す
る
の
が
官
の
編
纂

史
料
で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
法
制
関
係
の
史
料
は
上
述
の
社
会
史
に
密

接
に
関
わ
る
も
の（

１
）で
あ
り
、
そ
の
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
前
近
代
法
の
通
史
に
関
し
て
は
旧
サ
イ
ゴ
ン
政
権
期
の

ヴ
・
ヴ
ァ
ン
・
マ
ウV

ũ V
ăn M

ẫu

［1970: 59-162

］［1972: 77-186

］

の
一
連
の
研
究
の
ほ
か
、
Ｍ
・
Ｂ
・
フ
ー
カ
ーH

ooker

［1978: 73-
94

］
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
今
に
至
る
も
最
も
詳
細
な
の
は
、
グ
エ

ン
・
ゴ
ッ
ク
・
フ
イN

guy ễn N
g ọc H

uy 

＆
タ
・
ヴ
ァ
ン
・
タ
イ

T
ạ V

ăn T
ài

［1986: 435-495

］［1987: vol. 1 1-43

］
で
あ
ろ
う
。
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唐
律
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
る
が
、
唐
の
末
期
に
は
既
に
運
用
の
限
界
を

迎
え
て
い
た
。
以
下
で
は
王
朝
ご
と
に
先
行
研
究
に
依
據
し
て
そ
の
実

情
を
復
習
し
て
お
こ
う
。

　

混
乱
の
五
代
十
国
時
代
を
経
て
成
立
し
た
宋
で
は
独
自
の
新
律
は
作

成
さ
れ
ず
、『
宋
刑
統
』
も
唐
律
を
ほ
ぼ
模
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
量
刑
で
は
す
で
に
唐
律
に
は
な
い
「
配
軍
」、「
配
流
」
刑
が
す
で

に
存
在
し
て
い
た
。
辻
正
博
［
二
〇
一
〇
：
後
篇
第
五
章
］
は
そ
の
原

因
と
し
て
、
唐
律
の
五
刑
が
す
で
に
現
実
に
合
わ
ず
、
刑
罰
が
死
刑
と

折
杖
刑（

２
）、
そ
れ
に
贖
罪
に
収
斂
し
て
お
り
、
徒
刑
・
流
刑
が
形
骸
化
し

た
た
め
、
死
刑
と
そ
れ
以
外
の
刑
罰
と
の
懸
隔
の
大
き
さ
を
埋
め
る
べ

く
「
減
死
罪
一
等
」
の
刑
と
し
て
考
案
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

　

次
の
元
朝
で
は
『
大
元
聖
政
国
朝
典
章
』、『
大
元
通
制
』、『
経
世
大

典
』、『
至
正
条
格
』
な
ど
の
法
令
書
が
作
成
さ
れ
た
が
、
結
局
独
自
の

律
は
頒
行
さ
れ
な
か
っ
た（

３
）。
フ
ビ
ラ
イ
は
そ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た

金
代
の
泰
和
律
の
使
用
を
禁
止
す
る
が
、
実
際
は
元
末
ま
で
使
用
さ
れ

て
い
た
形
跡
が
あ
り
。
刑
の
読
み
替
え
も
行
わ
れ
、
笞
刑
か
ら
徒
刑
ま

で
は
笞
杖
刑
と
さ
れ
、
打
撃
数
も
減
じ
ら
れ
た
［
佐
立
治
人　

二
〇
一
六
：
三
六
四
～
七
〇
］。

　

元
を
北
方
に
追
い
や
っ
て
成
立
し
た
明
で
は
太
祖
が
新
た
に
明
律
の

作
成
を
命
じ
た
。
本
稿
の
主
眼
で
あ
る
充
軍
も
こ
こ
で
正
式
に
刑
罰
と

し
て
成
立
す
る
が
、
陶
安
あ
ん
ど
［
一
九
九
九
］
は
「
真
犯
死
罪（

４
）」
以

外
の
刑
罰
は
す
べ
て
贖
罪
（
贖
刑
）
で
置
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る（

５
）。
充
軍
と
贖
罪
の
関
係
は
、
概
説
書
で
あ
る
が
、
石
野
浩
・

川
村
康
・
七
野
敏
光
・
中
村
正
人
［
二
〇
一
二
：
六
○
～
六
二
］
が
簡

特
に
後
者
は
黎
朝
の
基
本
法
典
で
あ
る
『
國
朝
刑
律
』（
以
下
『
刑
律
』）

訳
注
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
書
成
立
に
至
る
ま

で
の
中
国
律
の
影
響
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
律
の
独
自
性
な
ど
を
詳
細
に
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
両
氏
の
全
三
冊
か
ら
な
る
訳
注
本［N

guy ễn 
N

g ọc H
uy &

 T
ạ V

ăn T
ài 1987

］
に
は
原
漢
文
テ
キ
ス
ト
を
欠
い

て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
、
筆
者
が
校
合
本
［
八
尾
（
編
）　

二
〇
二
〇
］

の
公
刊
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
校
合
作
業
中
に
感
じ
た
素
朴
な
疑

問
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
同
書
の
名
例
章

な
ど
に
規
定
さ
れ
て
い
る
刑
罰
体
系
以
外
の
刑
罰
が
律
本
文
に
頻
出
す

る
こ
と
で
あ
り
、「
貶
資
」
と
呼
ば
れ
る
刑
の
内
実
に
つ
い
て
考
察
し

た
前
稿
［
八
尾　

二
〇
二
一
］
に
続
き
、
今
回
は
「
充
軍
」
刑
に
つ
い

て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

一　

刑
罰
の
運
用
実
態
に
つ
い
て

一
―
一　

中
国
律
の
運
用
実
態
に
つ
い
て

　

八
尾
［
二
〇
二
〇
：
五
～
六
］
で
も
少
し
触
れ
た
が
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

本
国
で
は
法
制
史
研
究
は
沈
滞
気
味
で
あ
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
加
え

て
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
が
原
漢
文
で
は
な
く
訳
本
を
使
用
し
て
研
究
し

て
い
る
現
状
に
あ
っ
て
、
刑
罰
の
運
用
実
態
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
向

け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
現
存
の
『
刑
律
』
は
す
べ
て
民
間
版
お
よ
び

写
本
で
あ
り
、
上
進
表
や
序
文
な
ど
が
一
切
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

こ
の
風
潮
を
助
長
し
て
い
る
。
か
た
や
律
の
本
場
で
あ
る
中
国
で
は
、

刑
罰
体
系
の
要
と
さ
れ
る
「
笞
杖
徒
流
死
五
刑
」
が
隋
代
に
成
立
し
、
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日
本
の
学
界
で
最
も
前
近
代
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
法
制
史
研
究
に
尽
力
し
た

の
は
片
倉
穰
で
あ
る
。
氏
は
ま
ず
李
陳
期
に
中
国
律
の
「
五
刑
」
が
採

用
さ
れ
た
こ
と
を
年
代
記
『
大
越
史
記
全
書
』（
以
下
『
全
書
』）
の
記

事
を
渉
獵
し
て
立
証
し
た
［
一
九
八
七
：
第
一
篇
第
二
章
・
第
四
章
］。

つ
い
で
、『
刑
律
』に
見
え
る
罰
銭
刑（
現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
罰
金
刑
）、

徒
刑
の
独
自
性
（
中
国
律
と
は
違
い
年
限
が
な
い
こ
と
）、
現
代
で
言

う
と
こ
ろ
の
刑
事
罰
に
と
も
な
う
民
事
損
害
賠
償
の
規
定
が
存
在
す
る

こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
［
一
九
八
七
：
第
二
篇（

６
）］。

　

た
だ
一
九
七
○
～
八
〇
年
代
の
こ
う
し
た
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
刑
罰

が
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
法
の
独
自
性
」
を
強
調
す
る
方
ば
か
り
に
傾
い
て
き

た
感
が
あ
る
。
む
し
ろ
独
立
後
、
李
陳
時
代
そ
し
て
短
期
で
は
あ
っ
た

が
強
力
な
同
化
政
策
を
う
け
た
属
明
期
（
一
四
〇
七
～
一
四
二
七
年
）

を
経
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
法
も
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
続
け
て
き
た
唐

律
の
五
刑
で
は
犯
罪
へ
の
対
応
が
す
で
に
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
新

し
い
刑
罰
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。

　

さ
て
問
題
の
「
充
軍
」
刑
で
あ
る
が
、
片
倉
は
自
身
の
徒
刑
研
究
の

中
で
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
「
充
軍
」
解
釈
を
行
っ
て
い
る
［
一
九
八
七
：

二
〇
三
―
〇
七
］。
以
下
は
そ
の
梗
概
で
あ
る
。

　
『
刑
律
』
以
外
の
黎
法
に
は
、
自
由
刑
の
一
種
と
し
て
徒
流
刑
以
外

に
「
充
軍
」
刑
が
あ
り
、
か
つ
徒
流
刑
と
併
記
し
て
書
か
れ
て
い
る
例

（「
徒
・
・
・
充
軍
」（
徒
刑
と
し
、・
・
・
充
軍
せ
し
め
る
））
と
い
う

後
述
す
る
分
類
の
３
Ｂ
に
該
当
―
筆
者
）
が
あ
る
。
し
か
し
『
刑
律
』

自
体
に
は
こ
う
し
た
表
記
法
は
存
在
し
な
い
の
で
、『
刑
律
』
の
「
徒
」

明
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、唐
律
な
ど
の
贖
罪
は
、「
律
贖
」

と
呼
ば
れ
る
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
際
に
の
み
適
用
可
能
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、明
律
の
場
合
は
「
律
贖
」
だ
け
で
な
く
「
例
贖
」
も
設
け
、

「
真
犯
死
罪
」
以
外
の
者
す
べ
て
に
贖
罪
を
適
用
す
る
こ
と
に
し
、
そ

れ
を
御
製
大
明
律
序
で
明
言
し
た
。
し
か
し
宋
代
と
同
様
、
実
際
に
死

刑
に
な
る
者
と
免
れ
る
者
の
懸
隔
を
埋
め
る
た
め
、
や
は
り
「
減
死
罪

一
等
」
の
刑
と
し
て
「
充
軍
」
刑
が
成
立
し
た
。
ち
な
み
に
清
朝
の
大

清
律
例
は
概
ね
明
律
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
満
洲
族
に
と
っ
て
軍
務
に

つ
く
こ
と
は
名
誉
な
こ
と
な
の
で
、「
充
軍
」
に
代
わ
っ
て
「
発
遣
」（
外

遣
）
が
出
現
し
た
。

　

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
中
国
の
場
合
は
、
唐
律
の
五
刑
規
定
が
唐
代

末
期
に
は
す
で
に
十
分
に
機
能
せ
ず
、
混
乱
期
に
は
律
の
量
刑
を
超
え

た
重
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
宋
代
以
降
は
量
刑
は
緩
や
か
な
方

向
に
向
か
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も
死
刑
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
者
と
の
懸

隔
を
埋
め
る
た
め
に
五
刑
以
外
の
配
流
や
充
軍
と
い
っ
た
刑
罰
が
生
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

一
―
二　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
律
に
つ
い
て

　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
一
〇
世
紀
に
中
国
よ
り
独
立
し
て
以
来
、
小
王
朝
の

乱
立
後
、
一
一
世
紀
に
は
李
朝
（
一
〇
〇
九
～
一
二
二
五
年
）
つ
い
で

陳
朝
（
一
二
二
五
～
一
四
〇
〇
年
）、胡
朝
（
一
四
〇
〇
～
一
四
〇
七
年
）

と
中
国
を
模
し
た
王
朝
が
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
王
朝
は
有
形
無
形
の

様
々
な
影
響
を
前
節
の
中
国
諸
王
朝
よ
り
受
け
た
。
法
制
度
も
そ
れ
ら

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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二　

各
黎
法
史
料
に
見
え
る
「
充
軍
」

二
―
一　
「
充
軍
」
分
類

　

先
に
「
充
軍
」
に
関
す
る
記
事
の
形
式
を
述
べ
て
お
く
と
、
法
律
書

や
年
代
記
に
見
え
る
「
充
軍
」（「
充
〇
〇
軍
」
な
ど
も
含
む
）
は
大
き

く
三
つ
の
範
疇
に
分
類
さ
れ
る
。

１　

単
な
る
徴
兵

　

年
代
記
に
は
多
く
徴
兵
記
事
に
「
充
軍
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

２　

恩
典
と
し
て
の
充
軍

　

こ
れ
は
１
と
は
少
し
異
な
り
、
一
兵
卒
と
し
て
の
軍
へ
の
配
置
で

は
な
く
、
軍
功
な
ど
の
報
奨
と
し
て
そ
れ
な
り
の
軍
職
を
授
与
す
る

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
例
は
そ
う
多
く
な
い（

８
）。

３　

治
罪
（
官
の
場
合
は
左
遷
を
含
む
）

　

こ
れ
が
刑
罰
と
し
て
の
「
充
軍
」
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
二
つ
の
範

疇
に
細
分
さ
れ
る
。

Ａ　

明
律
同
様
の
「
充
軍
」
と
考
え
ら
れ
る
重
い
刑

Ｂ�　

徒
刑
・
流
刑
の
下
位
区
分
（
配
所
な
ど
の
明
示
、
前
章
で
片
倉

が
示
し
た
も
の
）

　

こ
の
分
類
に
従
い
、『
刑
律
』
を
含
む
黎
法
及
び
年
代
記
の
記
事
を

確
認
し
て
い
く
。

に
は
徒
刑
だ
け
で
は
な
く
、「
徒
」
＋
「
充
軍
」
の
両
意
が
含
ま
れ
る

場
合
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
『
刑
律
』
は
徒
刑
を
有
期
刑
と

せ
ず
、
徒
刑
囚
の
一
部
を
軍
に
配
す
る
形
式
で
制
定
し
た
た
め
、
徒
刑

と
充
軍
と
の
区
別
が
不
明
確
に
な
っ
た
。「
徒
・
・
・
充
本
府
軍
」
も

充
軍
の
一
種
で
、明
律
の
「
付
近
充
軍
」「
本
衙
充
軍
」
に
近
い
も
の
で
、

「
徒
・
・
・
充
本
府
軍
」
は
徒
刑
囚
の
服
役
先
を
指
す
用
語
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
徒
刑
と
は
別
に
単
独
で
出
て
く
る
「
充
軍
」
刑
記
載
に

は
ま
だ
ま
だ
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

　
『
刑
律
』
の
中
身
を
知
ら
な
い
読
者
に
は
上
述
の
文
章
の
理
解
に
は

困
難
な
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
後
で
補
足
説
明
す
る
と
し
て
、
氏

の
理
解
で
問
題
な
の
は
、
前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
明
律
で
は
徒
刑
、

流
刑
は
お
ろ
か
、
上
は
「
真
犯
死
罪
」
以
外
の
死
刑
か
ら
、
下
は
笞
刑

に
至
る
ま
で
贖
罪
で
す
ま
さ
れ
た
が
た
め
に
充
軍
が
生
ま
れ
た
こ
と

を
、
氏
も
そ
し
て
お
そ
ら
く
『
刑
律
』
を
は
じ
め
様
々
な
黎
法
を
作
成

し
た
当
時
の
法
制
関
係
者
も
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
る（

７
）。
つ
ま

り
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
徒
流
刑
が
十
全
に
機
能
し
て
い
た
な
ら
ば
、「
充
軍
」

刑
は
本
来
不
要
な
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
充
軍
」
に
関
す
る
理
解
が
困
難
な
原
因
は
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
側
の
史
料
に
は
量
刑
と
実
際
の
執
行
と
の
間
に
懸
隔
が
あ
る
か
否

か
に
つ
い
て
明
文
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
解
明
す
る
に
は
ア
ナ

ロ
グ
で
は
あ
る
が
、
法
令
書
や
年
代
記
に
見
え
る
「
充
軍
」
刑
や
徒
流

刑
の
記
事
を
渉
獵
し
、
そ
の
関
係
性
を
探
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
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次
に
黎
朝
前
期
（
一
四
二
八
～
一
五
二
七
年
）
お
よ
び
莫
朝
期

（
一
五
二
七
～
一
五
九
二
年
）
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
が
最
も
史
料
が

多
く
、
史
料
別
に
考
察
を
進
め
る
。

・『
國
朝
刑
律
』

　
『
刑
律
』
に
は
以
下
六
つ
の
条
文
が
検
討
対
象
と
な
る
。

第
一
六
六
條
（
違
制
章　

第
七
〇
條
）

諸
管
監
者
、
擅
以
民
丁
詐
稱
軍
隊
客
兒
等
號
、
以
便
隱
匿
而
充
家

役
者
、
貶
二
資
・
罷
職
。
追
課
役
錢
於
隱
匿
者
及
民
丁
各
一
分
入

官
。
其
丁
、
補
軍
或
還
民
。（
以
下
略
）

す
べ
て
（
軍
を
）
管
理
・
監
督
す
る
者
が
、
擅
に
民
丁
に
軍
隊
の

「
客
児
」
等
の
名
称
を
詐
称
さ
せ
、
便
を
以
て
彼
ら
を
隠
匿
し
て

自
分
の
家
役
に
充
て
た
場
合
、
貶
二
資
・
罷
職
と
す
る
。
課
役
銭

を
隠
匿
し
た
者
及
び
（
隠
匿
さ
れ
た
）
民
丁
か
ら
一
分
（
規
定
の

一
〇
割
の
意
―
筆
者
）
ず
つ
追
徴
し
、
官
に
入
れ
る
。
そ
の
丁
は

軍
に
補
す
か
或
い
は
民
の
身
分
に
戻
す
。

　

本
条
に
は
「
徒
」
の
字
は
な
い
が
、
民
丁
が
軍
丁
に
補
さ
れ
る
（
民

の
身
分
に
戻
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
）
こ
と
か
ら
、
徒
刑
範
疇
の
３
Ｂ
に

相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
―
二　

黎
法
に
見
ら
れ
る
充
軍

　

黎
朝
初
期
（
一
四
二
八
～
一
四
六
〇
）
以
前
の
法
令
書
に
関
し
て
は

前
稿
で
も
論
じ
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
存
す
る
も
の
は
皆
無
と
言
っ
て

よ
い
。
表
一
に
あ
る
よ
う
に
、
独
立
直
後
か
ら
法
令
書
の
作
成
、
発
布

が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

黎朝 胡朝 陳朝 李朝 前黎朝
順
天
元
年
（
一
四
二
八
）

五
月
一
二
日

太
祖
へ
の
評
文

紹
成
元
年
（
一
四
〇
一
）

四
月
～
一
二
月

紹
慶
二
年
（
一
三
七
一
）

一
〇
月

紹
豊
元
年
（
一
三
四
一
）

八
月
～
末

天
応
政
平
一
三
年
（
一
二
四
四
）

正
月
～
三
月

建
中
六
年
（
一
二
三
〇
）

三
月

建
中
二
年
（
一
二
二
六
）

二
月

大
定
一
八
年
（
一
一
五
七
）

会
豊
六
年
（
一
〇
九
七
）

正
月

英
武
昭
勝
二
年
（
一
〇
七
七
）

二
月

応
天
九
年
（
一
〇
〇
二
）

三
月

大
臣
と
詞
訟
律
令
・
職
爵
制
例
・
国
務
事

な
ど
を
議
し
た

律
令
を
定
め
た

大
虞
官
制
・
刑
書
を
定
め
た

修
史
藩
義
を
礼
部
郎
中
と
し
、
国
朝
通
制

と
諸
礼
儀
を
定
め
さ
せ
た

張
漢
超
と
阮
忠
彦
に
命
じ
て
皇
朝
大
典
を

編
纂
さ
せ
、
ま
た
刑
書
を
撰
ば
せ
、
頒
行

し
た

刑
律
・
諸
格
を
定
め
た

前
代
の
諸
例
に
か
ん
が
み
て
定
め
て
国
朝

通
制
と
し
、
ま
た
刑
律
・
礼
儀
を
改
め
た

（
計
二
〇
巻
）

律
令
・
條
例
を
定
め
た

詔
し
て
律
令
を
定
め
た

諸
例
を
検
定
し
故
典
に
依
ら
せ
た

吏
員
を
書
算
・
刑
律
で
試
し
た

天
下
の
獄
訟
が
煩
擾
を
極
め
て
い
る
の

で
、
刑
書
を
頒
か
っ
た
（
こ
の
記
事
の
前

後
に
刑
律
に
関
す
る
記
事
が
頻
出
）

表
一　
『
全
書
』
に
見
え
る
法
令
書
作
成
に
関
す
る
記
事

�

（［
八
尾　

二
○
二
○:

表
五
］
を
加
筆
修
正
）
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別
（
隊
の
）
軍
人
で
あ
れ
ば
、
杖
七
十
・
貶
三
資
と
す
る
。
軍
人

で
な
け
れ
ば
、
杖
八
十
の
う
え
三
等
軍（

９
）に

補
す
。
本
隊
の
隊
長
・

正
副
伍
長
が
人
を
立
て
て
身
代
わ
り
に
し
た
場
合
は
、
杖
八
十
の

う
え
、
職
・
爵
そ
れ
ぞ
れ
降
格
三
等
と
す
る
。
も
し
私
か
に
家
人

や
宏
奴
を
身
代
わ
り
に
し
た
場
合
は
、
罪
一
等
を
加
え
る
。（
身

代
わ
り
の
際
に
）
財
物
を
要
求
し
た
場
合
は
、
さ
ら
に
一
等
を
加

え
る
。
身
代
わ
り
に
な
っ
た
者
は
、
本
軍
三
等
軍
に
補
す
。

　

本
条
に
も
「
徒
」
の
字
は
な
い
が
、
民
（
非
軍
人
、
本
隊
隊
長
・
正

副
伍
長
の
家
人
・
宏
奴
）
が
軍
丁
に
補
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
徒
刑
範
疇

の
３
Ｂ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
八
五
條
（
戸
婚
章　

第
二
條
）

諸
社
官
修
人
口
籍
、
而
脱
漏
戸
口
者
、
一
人
以
上
、
以
貶
論
。
六

人
以
上
、
以
徒
論
。
十
五
人
以
上
、
以
流
論
。
二
十
人
以
上
、
罪

止
流
遠
州
。
其
脱
漏
之
人
、
十
五
歳
以
上
、
補
本
府
軍
、
追
課
役

錢
入
官
。（
以
下
略
）

す
べ
て
社
官（

（1
（

が
人
口
籍
を
作
成
す
る
際
、
戸
口
を
脱
漏
さ
せ
た
場

合
は
、
一
人
以
上
な
ら
貶
罪
と
す
る
。
六
人
以
上
な
ら
徒
罪
と
す

る
。
十
五
人
以
上
な
ら
ば
流
罪
と
す
る
。
二
十
人
以
上
な
ら
ば
罪

は
流
遠
州
で
止
め
る
。
脱
漏
を
得
た
人
は
、十
五
歳
以
上
な
ら
ば
、

本
府
の
軍
に
補
し
、
課
役
錢
を
追
徴
し
官
に
入
れ
る
。（
以
下
略
）

　

本
条
に
も
「
徒
」
の
字
は
な
い
が
、
村
民
（
脱
漏
之
人
）
が
本
府
の

第
二
一
四
條
（
違
制
章　

第
一
一
八
條
）

諸
官
司
、
以
別
人
孫
姪
爲
己
孫
姪
、
冒
蔭
充
色
役
者
、
以
影
蔽
民

丁
論
。
多
者
、
論
加
。
托
蔭
之
人
、
充
軍
。
幼
小
還
民
。

す
べ
て
官
司
が
、
別
人
の
孫
姪
を
自
分
の
孫
姪
と
し
、
蔭
を
冒
し

て
色
役
に
充
て
た
場
合
、
民
丁
を
影
蔽
し
た
罪
で
論
じ
る
。
そ
の

数
が
多
い
場
合
は
刑
を
重
く
す
る
。
蔭
を
託
し
た
人
は
軍
に
充
て

る
が
、
幼
小
の
場
合
は
民
の
身
分
に
戻
す
。

　

本
条
も
「
徒
」
の
字
は
な
く
、
一
見
独
立
し
た
充
軍
刑
（
３
Ａ
）
と

み
な
さ
れ
る
が
、「
蔭
を
託
し
た
人
」
が
「
幼
小
な
ら
ば
民
に
戻
す
」

と
あ
る
の
で
、
前
条
同
様
、
民
丁
が
軍
丁
に
補
さ
れ
る
軽
い
徒
刑
（
３

Ｂ
）
と
も
理
解
可
能
で
あ
る
。

第
二
八
三
條
（
軍
政
章　

第
四
三
條
）

諸
大
集
軍
期
、［
校
閲
、
同
。］
軍
人
欠
目
者
、
杖
八
十
・
徒
本
軍

軍
丁
、
追
錢
三
貫
入
官
。
其
替
點
者
、
本
軍
人
、
杖
六
十
・
貶
二

資
。
別
軍
人
、
杖
七
十
・
貶
三
資
。
非
軍
人
者
、
杖
八
十
、
補
三

等
軍
。
其
本
隊
隊
長
・
正
・
副
伍
長
借
人
點
替
者
、
杖
八
十
、
降

職
・
爵
各
三
等
。
卽
私
以
家
人
・
宏
奴
點
替
者
、
加
一
等
。
規
財

者
、
又
加
一
等
。
其
人
、
充
補
本
軍
三
等
軍
。（
以
下
略
）

す
べ
て
大
演
習
の
時
期
［
原
注
：
校
閲
の
時
期
も
同
じ
。］
に
、

軍
人
が
参
加
し
な
か
っ
た
場
合
、
杖
八
十
の
う
え
本
軍
の
軍
丁
に

徒
し
、
銭
三
貫
を
徴
収
し
て
官
に
入
れ
る
。
身
代
わ
り
に
な
っ
た

者
は
、
本
（
隊
の
）
軍
人
で
あ
れ
ば
、
杖
六
十
・
貶
二
資
と
す
る
。
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第
二
九
〇
條
（
戸
婚
章　

第
七
條
）

諸
養
民
丁
・
賜
戸
及
奴
婢
男
爲
子
孫
、
而
詐
入
色
者
、
貶
三
資
。

其
詐
入
者
、
補
軍
。

す
べ
て
民
丁
や
賜
戸
及
び
奴
婢
の
男
を
自
分
の
子
孫
と
し
、
詐
っ

て
役
人
と
し
た
場
合
は
、
貶
三
資
と
す
る
。
詐
っ
て
官
吏
と
な
っ

た
者
は
、
軍
に
補
す
。

　

本
条
に
も
「
徒
」
の
字
は
な
い
が
、「
詐
っ
て
役
人
と
な
っ
た
者
」

が
本
府
の
軍
に
補
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
徒
刑
範
疇
の
３
Ｂ
に
相
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
例
は
少
な
い
が
、
片
倉
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
次
に
見
る
他

の
法
令
書
に
頻
発
す
る
完
全
な
形
の
３
Ｂ
範
疇
の
条
文
は
『
刑
律
』
に

は
見
え
な
い
。
ま
た
第
二
八
八
條
に
見
え
る
よ
う
に
、
徒
刑
と
充
軍
を

別
物
と
見
な
し
て
い
る
。
た
だ
第
一
六
六
、二
八
三
、二
八
五
、二
九
〇

条
な
ど
は
、
他
書
に
頻
発
す
る
３
Ｂ
範
疇
の
条
文
の
原
型
で
あ
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
他
の
法
令
書（

（1
（

を
移
る
が
、
原
文
引
用
に
も
限
界
が
あ
る
の
で
、

範
疇
分
類
の
結
果
を
表
二
に
示
す
。
３
Ａ
の
範
疇
に
入
る
可
能
性
を
検

討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
条
文
よ
り
先
に
、ま
ず
は
「
徒
」
の
字
は
な
い
が
、

３
Ｂ
（
表
二
の
淡
灰
色
を
付
し
た
条
文
）
に
相
当
す
る
例
を
あ
げ
て
お

く
。

軍
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
徒
刑
範
疇
の
３
Ｂ
に
相
当
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

第
二
八
八
條
（
戸
婚
章　

第
五
條
）

諸
爲
僧
道
、
自
年
五
十
以
上
、
有
官
給
度
牒
者
、
方
聽
。
違
者
、

徒
犒
丁
。
私
度
牒
、
與
同
罪
。
其
有
給
牒
而
犯
法
、
合
出
寺
觀
。

經
斷
一
旬
、
不
還
俗
者
、
罪
如
之
。
社
官
容
縱
、
貶
一
資
。
縣
官

失
覺
、
以
杖
・
罰
論
。
監
臨
官
及
本
寺
觀
住
持
、
各
貶
一
資
。
卽

犯
飲
酒
・
食
肉
者
、
勒
還
俗
、
充
軍
。
犯
淫
者
、
以
徒
論
。

す
べ
て
僧
と
な
る
に
は
年
齢
五
十
以
上
で
、
官
給
の
度
牒
が
有
っ

て
、
は
じ
め
て
聴
さ
れ
る
。
違
反
者
は
犒
丁
に
徒
す
。
公
的
で
な

い
度
牒
の
場
合
も
同
罪
と
す
る
。
度
牒
が
有
っ
て
も
罪
を
犯
し
た

場
合
は
、
寺
観
よ
り
退
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
旬
を
経
過

し
て
も
還
俗
し
な
い
場
合
、（
先
ほ
ど
の
場
合
と
）
同
罪
と
す
る
。

社
官
で
放
置
し
た
場
合
は
、
貶
一
資
と
す
る
。
県
官
が
失
念
し
た

場
合
は
、
杖
・
罰
の
罪
と
す
る
。
監
臨
官（

（1
（

及
び
該
当
の
寺
観
の
住

持
は
そ
れ
ぞ
れ
貶
一
資
と
す
る
。
も
し
（
僧
が
）
飲
酒
・
食
肉
を

犯
し
た
場
合
は
、
強
制
的
に
還
俗
さ
せ
、
軍
に
充
て
る
。
姦
淫
を

犯
し
た
場
合
は
徒
刑
と
す
る
。

　

片
倉
は
何
故
か
こ
の
条
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
充
軍
と
徒
刑
が
並

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
は
別
の
刑
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
姦
淫
の

ほ
う
が
飲
酒
・
肉
食
よ
り
僧
の
犯
し
た
罪
と
し
て
明
ら
か
に
重
い
に
も

拘
ら
ず
、
充
軍
刑
が
徒
刑
よ
り
軽
い
刑
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
の
条
文
に

は
何
ら
か
の
誤
り
が
あ
る
と
判
断
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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て
る
。
田
産
は
官
に
入
れ
る
。

　

条
文
に
「
徒
」
の
字
は
な
い
が
舂
室
婢
に
充
て
る
の
は
明
ら
か
に
女

性
向
け
の
徒
刑
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
要
検
討
の
条
文
で
あ
る
が
、
表
二
に
あ
る
通
り
、
わ
ず
か
二
例

し
か
存
在
し
な
い
。

・『
天
南
餘
暇
集
』　

條
律　

第
一
四
條

光
順
六
年

外
任（

（1
（

官
赴
京
日
期
例

一�

、
凡
各
衙
門
在
任
所
、
列
校
及
府
・
縣
・
州
等
官
、
有
故
赴
京
、

輕
留
六
箇
日
、
重
留
十
五
箇
日
。
事
畢
拜
辭
、
不
得
托
以
細
小

事
務
、
假
公
營
私
、
擅
自
赴
京
淹
留
、
而
廢
棄
衙
門
公
事
。
敢

有
故
違
如
前
弊
、
鴻
臚
寺
檢

奏
。
若
都
・
承
・
憲
三
司
、
以
小
事
擅
留
、
貶
二
級
（
資
）。
列
校
・

府
・
縣
・
州
、
罷
職
、
充
軍
。（
以
下
略
）

光
順
六
年
、
外
任
官
が
京
に
赴
く
際
の
日
期
の
例

一�

、
す
べ
て
各
衙
門
の
在
任
所
で
、
列
校
及
び
府
・
県
・
州
等
の

官
は
故
あ
っ
て
赴
京
に
赴
く
際
、
軽
事
な
ら
ば
留
ま
る
の
は
六

日
間
と
し
、
重
事
な
ら
ば
留
ま
る
の
は
一
五
日
間
と
す
る
。
事

が
畢
わ
っ
て
拝
辞
し
た
後
は
、
細
小
の
事
務
に
仮
託
し
て
、
公

務
を
怠
り
私
業
を
営
み
、
擅
に
自
ら
京
に
赴
い
て
淹
留
し
、
衙

門
の
公
事
を
疎
か
に
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
敢
え
て
従
前
の

弊
害
の
如
く
故
ら
に
違
反
す
る
こ
と
が
有
れ
ば
、
鴻
臚
寺
が
検

・『
天
南
餘
暇
集
』　

條
律　

四
九
條

洪
德
五
年　

禁
女
背
夫
男
奸
人
妻
令

一
、
背
夫
在
逃
父
母
而
改
嫁
、
父
母
、
杖
八
十
。
女
、
充
舂
室
婢
。

田
產
入
官
。
一
、
夫
に
背
き
父
母
の
も
と
に
逃
避
し
、
そ
し
て
再

婚
し
た
場
合
、
父
母
は
杖
八
十
と
す
る
。
そ
の
女
は
舂
室
婢
に
充

表二　各法令書「充軍」記事条文一覧
國朝刑律

166 214 283 285 288 290
天南餘暇集　條律

14 49 88 92 94 99
108 111 114 126

洪德善政
41 75 79 130 200 201
205 219 226 308 312 333

國朝洪德年閒例諸供體式
2 8 51 62 70 94

106 112 124 155
故黎律例　洪德申明各條例

3 5 10 18 22
故黎律例　國朝新增條例六十四條

8 12 42 59

の条文は３Ｂ範疇のもの（徒・・・充軍）
の条文は３Ｂ範疇が妥当と思われるもの
の条文は検討を要するもの
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よ
う
な
）
違
反
が
あ
っ
た
場
合
は
、
実
際
に
知
る
人
が
鳴
告
す
る

の
を
許
し
、
犯
情
が
軽
い
場
合
は
杖
刑
も
し
く
は
罰
銭
、
重
い
場

合
は
充
軍
も
し
く
は
貶
資
と
す
る
。（
以
下
略
）

　

こ
の
条
文
も
地
方
官
を
対
象
と
し
た
独
立
し
た
刑
罰
（
３
Ａ
）
と
見

な
し
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
貶
資
と
並
立
し
て
い
る
た
め
、
そ
う
重
い

刑
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、『
刑
律
』
以
外
で
も
３
Ｂ
の

範
疇
に
属
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、二
例
あ
る
３
Ａ
範
疇
の
も
の
も
、

具
体
的
に
ど
ん
な
措
置
が
と
ら
れ
た
の
か
は
文
面
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

最
後
に
黎
朝
後
期
（
一
五
三
三
～
一
七
八
九
年
）
の
法
律
書（

（1
（

に
見
る

「
充
軍
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
表
三
に
あ
る
左
記
の
も
の
は
、「
充
軍
」

の
用
語
自
体
が
存
在
し
な
い
。

奏
す
る
。
も
し
都
・
承
・
憲
三
司（

（1
（

で
小
事
を
以
て
擅
に
留
ま
っ

た
場
合
は
貶
二
級
と
す
る
。
列
校
や
府
・
県
・
州
官
の
場
合
は
、

罷
職
の
う
え
軍
に
充
て
る
。（
以
下
略
）

　

こ
の
条
文
の
充
軍
の
対
象
は
文
武
の
官
吏
で
あ
り
、
独
立
し
た
刑
罰

（
３
Ａ
）
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

・『
洪
德
善
政
』　

第
一
三
〇
條

洪
德
二
十
五
年
、
狀
元
武
楊
擧
奉
御
製
、
謹
具
奏
各
條
。（
中
略
）

一
條
、
諸
官
員
乃
鄕
黨
之
骨
鞭
、
所
以
正
風
俗
、
當
以
禮
義
・
廉

恥
化
民
、
使
皆
興
仁
讓
、
革
其
非
心
、
使
民
得
安
居
樂
業
、
獲
其

富
庶
、
可
稱
長
者
之
人
。
若
恃
其
職
分
、
陰
懷
利
己
、
然
獨
謀
不

成
、
結
立
朋
黨
、
聚
眾
害
人
、
使
俗
化
駸
駸
歸
薄
。
違
者
、
許
見

知
人
鳴
告
、
輕
則
杖
・
罰
、
重
則
充
・
貶
。（
以
下
略
）

洪
徳
二
十
五
年
、
状
元
武
楊
挙
が
御
製
を
奉
じ
、
謹
ん
で
各
条
を

具
奏
す
る
。（
中
略
）

一
条
、
す
べ
て
官
員
は
乃
ち
郷
党
の
骨
鞭
に
し
て
、
風
俗
を
正
す

所
以
の
も
の
で
あ
り
、
礼
義
・
廉
恥
を
以
て
民
を
文
明
化
し
、
皆

に
仁
譲
の
心
を
興
さ
せ
、
そ
の
非
道
な
心
を
革
め
さ
せ
、
民
に
居

に
安
ん
じ
て
業
に
楽
し
ま
せ
る
べ
き
で
、
豊
か
さ
を
得
せ
し
め
て

こ
そ
、
長
者
の
人
と
称
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
そ
の
職
分

を
恃
ん
で
陰
か
に
己
を
利
さ
ん
と
図
り
、
そ
し
て
独
り
で
謀
り
ご

と
が
成
功
し
な
け
れ
ば
、
朋
党
を
結
立
し
、
衆
を
聚
め
て
人
に
害

を
与
え
、
俗
を
し
て
着
々
と
化
し
て
薄
情
に
帰
せ
し
む
。（
こ
の

黎
朝
官
吏
賞
罰
律
（
Ａ
二
〇
三
五
）

黎
朝
會
典
（
Ａ
五
二
）

黎
朝
舊
典
（
Ａ
三
三
三
）

百
家
公
案
（
慶
大
斯
道
文
庫　

ベ
ト
ナ
ム
Ｇ
二
五
一

－

一
）

景
興
條
律
（
漢
喃
研
究
院　

Ａ
一
九
四
五
）

表
三 

黎
朝
後
期
の
主
な
法
令
書

見
当
た
ら
ず

見
当
た
ら
ず

見
当
た
ら
ず

見
当
た
ら
ず

見
当
た
ら
ず
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三　

年
代
記
に
見
ら
れ
る
各
時
期
の
充
軍

　

本
章
で
は
実
際
の
「
充
軍
」
刑
の
執
行
実
績
を
、
年
代
記
『
全
書
』

の
関
連
記
事
で
確
か
め
て
み
た
い（

（1
（

。
た
だ
し
、『
全
書
』
に
は
法
令
書

に
は
見
ら
れ
な
い
勅
旨
の
形
を
と
っ
た
新
た
な
法
の
発
布
記
事
な
ど
も

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
李
・
陳
・
胡
朝
期
で
あ
る
が
、
同
時
期
に
は
上
述
の
中
国
律
自

身
が
変
容
し
て
ゆ
く
影
響
を
受
け
た
は
ず
だ
が
、
刑
罰
と
し
て
の
「
充

軍
」
は
、
中
国
で
も
正
式
に
は
明
代
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

充
軍
記
事
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
単

な
る
徴
兵
（
１
の
範
疇
）」
に
偏
る（

（1
（

。
か
た
や
徒
流
刑
は
片
倉
が
考
察

し
た
よ
う
に
、
執
行
記
事
は
少
な
い
も
の
の
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
独

自
の
刑
罰
を
生
み
出
し
な
が
ら
も
、
唐
律
の
五
刑
を
も
と
と
し
た
刑
の

執
行
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

　

次
の
黎
朝
前
期
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
一
〇
〇
年
の
間
に
変
化
が
見
ら

れ
る
。
ま
ず
初
代
太
祖
期
に
は
徴
兵
と
し
て
の
記
事
（
１
の
範
疇
）
以

外
の
「
充
軍
」
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
二
代
太
宗
期
に
１
の
範

疇
の
ほ
か
に
３
Ａ
が
初
出
す
る
。

『
全
書
』
本
紀
一
三　

紹
平
四
年
（
一
四
三
七
）
秋
七
月
～
八
月

の
条

罷
多
錦
縣
轉
運
副
使
潘
天
爵
充
本
路
軍
。
以
察
之
黨
也
。

多
錦
県
転
運
副
使
潘
天
爵
を
罷
免
し
て
本
路
の
軍
に
充
て
る
。

（
黎
）
察
の
党
派
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

紹
平
四
年
に
起
こ
っ
た
権
臣
黎
察
失
脚
事
件
の
後
始
末
で
、
潘
天
爵

　

わ
ず
か
に
『
黎
朝
詔
令
善
政
壹
本
』（
Ａ
二
五
七
）
に
一
条
（
巻
一

　

吏
屬　

辛
未
德
隆
三
年
（
一
六
三
一
）
夏
六
月
、
整
理
紀
綱
令
）
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

一�

、
内
外
各
衙
門
官
、
應
遵
如
職
掌
奉
行
。
某
員
能
慎
守
職
司
、

廉
平
勤
幹
有
政
績
、
或
已
滿
考
、
民
心
愛
慕
、
或
本
官
啓
保
、

應
査
實
加
陛
一
次
、
幷
留
任
、
以
示
激
勸
。
若
某
員
不
能
守
職
、

多
行
冗
弊
、
輕
者
貶
・
罷
驅
回
、
重
者
充
軍
、
終
身
不
得
叙
用
。

一�

、
内
外
の
各
衙
門
官
は
、
職
掌
を
遵
守
し
て
奉
行
す
る
べ
し
。

あ
る
者
が
よ
く
職
司
を
慎
守
し
、
廉
平
勤
幹
に
し
て
政
績
を
お

さ
め
る
こ
と
が
で
き
、
或
い
は
已
に
考
課
を
満
た
し
、
民
心
愛

慕
し
、
或
い
は
本
官
が
啓
保
す
れ
ば
、
事
実
を
調
査
し
て
一
次

加
陛
、
并
び
に
留
任
と
し
、
激
勧
の
意
を
示
す
。
も
し
あ
る
者

が
職
務
を
全
う
で
き
ず
、
冗
弊
を
行
う
こ
と
が
多
い
場
合
、
軽

い
場
合
は
貶
資
・
罷
職
の
う
え
（
現
任
地
よ
り
）
駆
回
せ
し
め
、

重
い
場
合
は
軍
に
充
て
、
終
身
任
用
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

　

こ
れ
は
典
型
的
な
「
充
軍
」
す
な
わ
ち
３
Ａ
の
範
疇
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
結
果
、
黎
朝
期
を
通
し
て
『
刑
律
』
を
含
む
法
令
書
か
ら

見
ら
れ
る
３
Ａ
の
範
疇
に
入
る
条
文
は
多
く
て
四
条
の
み
で
、
大
半
は

３
Ｂ
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。



58

が
配
所
に
選
ば
れ
る
例
も
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る（

（2
（

。
こ
の
場
合
、
徒

刑
や
流
刑
の
下
位
区
分
と
言
う
よ
り
は
「
充
軍
」
が
主
た
る
目
的
で
、

徒
刑
と
流
刑
の
区
別
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ

既
述
の
ご
と
く
、「
充
軍
」
を
明
記
し
た
執
行
記
事
は
や
は
り
見
ら
れ

な
い
。
ま
た
、聖
宗
の
後
も
流
刑
執
行
記
事
は
わ
ず
か
に
存
在
す
る
が
、

こ
の
勅
文
の
よ
う
に
、
充
軍
が
併
科
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

そ
の
後
七
代
端
慶
帝
ま
で
「
充
軍
」
に
関
す
る
執
行
記
事
、
法
令
に

関
す
る
記
事
は
ま
れ
に
出
現
す
る
が
、
そ
れ
以
降
は
見
ら
れ
な
い
ま
ま

黎
朝
は
一
次
断
絶
し
、
黎
朝
を
断
絶
に
追
い
込
ん
だ
莫
朝
時
代
も
関
連

記
事
は
残
っ
て
い
な
い
。

　

一
五
九
二
年
、
権
臣
鄭
氏
ら
の
助
力
の
元
、
黎
帝
は
京
師
へ
の
帰
還

が
黎
察
の
一
党
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
現
職
か
ら
罷
免
し
本
路
の

軍
に
充
て
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
も
配
所
が
本
路
の
軍

（
聖
宗
期
以
降
の
本
府
軍
に
同
じ
）
と
い
う
こ
と
で
３
Ｂ
範
疇
の
軽
い

徒
刑
と
判
断
で
き
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
時
期
、
徒

流
刑
の
執
行
記
事
は
継
続
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　

三
代
仁
宗
、
四
代
廃
帝
黎
宜
民
期
に
は
関
連
記
事
が
な
く
、
五
代
聖

宗
期
（
一
四
六
〇
～
九
八
）
に
勅
旨
な
ど
で
「
充
軍
」
と
す
る
法
令
記

事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
既
述
の
各
法
令

書
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。た
だ
充
軍
刑
の
執
行
記
事
は
見
当
た
ら
ず
、

徒
流
刑
の
執
行
記
事
は
継
続
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
法
令
記
事

の
中
に
、
流
刑
に
「
配
役
」
で
は
な
く
「
充
軍
」
を
併
科
す
る
と
い
う

も
の
が
現
れ
る（

（1
（

。

『
全
書
』
本
紀
一
三　

洪
德
五
年
（
一
四
七
四
）
夏
四
月
二
十
二

日
の
条

敕
旨
。
流
罪
囚
人
、
近
州
充
升
華
衞
軍
、
外
州
充
思
義
衞
軍
、
遠

州
充
懷
仁
衞
軍
、
及
饒
死
又
充
懷
仁
衞
軍
。

勅
旨
す
る
。
流
罪
の
囚
人
に
つ
き
、
近
州
は
升
華
衛
軍
に
、
外
州

は
思
義
衛
軍
に
、
遠
州
は
懐
仁
衛
軍
に
、
及
び
死
を
減
ぜ
ら
れ
た

者
も
ま
た
懐
仁
衛
軍（

（1
（

に
充
て
る
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
３
Ｂ
と
は
異
な
る
（
あ
る
い
は
３
Ｂ
の
流
刑
版

と
い
う
べ
き
か
）
も
の
で
、
配
所
で
の
「
配
役
」
に
代
わ
っ
て
当
時
の

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
極
南
の
地
で
衛
軍
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
実
上

の
明
律
の
充
軍
に
等
し
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
条
文
の

影
響
を
受
け
た
の
か
、
徒
刑
に
「
充
広
南
軍
」
と
い
う
流
刑
と
同
じ
地

地図　現北部・中部ヴェトナム
www.clair.or.jp/j/forum/series/pdf/28.pdf より
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の
の
、
徒
流
刑
を
大
規
模
な
贖
罪
制
度
で
代
納
さ
せ
は
し
な
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
「
充
軍
」
と
い
う
刑
が
な
ぜ
明
で
生
ま
れ
た
か
を
十
分
に
理

解
し
な
い
ま
ま
、
刑
罰
だ
け
を
取
り
込
ん
だ
た
め
、
片
倉
の
指
摘
す
る

有
期
刑
で
は
な
い
徒
刑
・
流
刑
と
合
体
す
る
形
に
な
っ
た
、
そ
し
て
聖

宗
以
降
は
明
律
に
こ
だ
わ
る
理
由
が
無
く
な
っ
た
た
め
消
滅
し
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
ど
う
し
て
手
間
の
か
か
る
徒
流
刑
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
延
々
と

続
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
現
存
す
る
年
代
記
や
法
令
書
か

ら
こ
の
疑
問
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
問
題
な
の
は

ご
く
わ
ず
か
だ
が
３
Ａ
の
範
疇
に
属
す
る
条
文
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ

る
。
片
倉
［
一
九
八
七
：
二
〇
七
］
も
こ
の
範
疇
の
充
軍
の
中
身
が
わ

か
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
筆
者
も
同
様
で
あ
る
。
考
え
ら
れ
る
の

は
、
前
稿
［
八
尾　

二
〇
二
〇
：
二
八
～
四
○
］
で
『
刑
律
』
以
外
の

黎
法
が
多
く
明
律
や
そ
の
解
説
書
を
多
く
聖
宗
期
に
取
り
込
ん
で
い
た

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
条
文
は
取
り
込
ま
れ
る
際
に
、
一
応

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
合
う
よ
う
に
字
句
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し

た
改
変
作
業
か
ら
漏
れ
た
「
充
軍
」
条
文
が
黎
法
に
残
っ
た
可
能
性
で

あ
る
。
た
だ
、
該
当
す
る
明
法
と
の
精
密
な
対
照
作
業
を
行
わ
な
い
限

り
、
こ
の
考
え
は
可
能
性
に
過
ぎ
ず
、
本
稿
が
「
研
究
ノ
ー
ト
」
段
階

に
と
ど
ま
る
こ
と
の
所
以
で
あ
る
。

を
果
た
す
。
こ
れ
以
降
の
充
軍
関
連
記
事
で
あ
る
が
、
３
Ａ
範
疇
の
も

の
は
一
例（

（2
（

を
例
外
に
、
１
の
徴
兵
範
疇
の
み
に
戻
る
こ
と
と
な
る（

（2
（

。
聖

宗
が
定
め
た
極
南
の
配
所
も
ク
ア
ン
ビ
ン
省
以
南
に
鄭
氏
が
実
権
を
握

る
黎
鄭
政
権
か
ら
自
立
し
た
広
南
阮
氏
政
権
が
成
立
し
た
た
め
、
意
味

を
な
さ
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
３
Ｂ
の
範
疇
に
属
す
る

条
文
は
黎
朝
前
期
、
特
に
聖
宗
期
に
集
中
し
て
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

結
び
に
か
え
て

　

黎
初
に
編
纂
さ
れ
た
『
刑
律
』
に
は
３
Ｂ
の
範
疇
に
属
す
る
「
充
軍
」

刑
は
存
在
せ
ず
、
そ
れ
と
徒
刑
（
さ
ら
に
は
流
刑
に
も
）「
充
軍
」
を

加
え
た
３
Ｂ
範
疇
の
条
文
が
な
ぜ
聖
宗
期
に
黎
法
に
混
ざ
り
込
ん
だ
の

か
。
考
え
ら
れ
る
の
は
前
稿
［
八
尾　

二
〇
二
〇
：
三
七
～
三
九
］
で

も
示
唆
し
た
、
聖
宗
の
明
律
へ
の
指
向
で
あ
る
。
明
の
場
合
、
時
期
や

地
域
に
よ
り
様
々
な
贖
罪
形
式
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
宮
沢
知
之

［
一
九
九
六
］
が
明
実
録
を
中
心
に
解
明
し
て
い
る
。

　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
明
と
の
関
係
が
比
較
的
安
定
し
て
い
た
黎
朝

前
期
に
お
い
て
も
独
立
戦
争
か
ら
の
復
興
や
、
五
軍
都
督
府
制
度
（
衛

所
制
）、
屯
田
所
政
策
、
対
チ
ャ
ン
パ
戦（

（2
（

（
洪
徳
元
年
（
一
四
七
〇
）

に
本
格
開
始
で
、
翌
年
に
は
ビ
ン
デ
ィ
ン
地
方
ま
で
を
版
図
に
組
み
込

む
）
な
ど
で
労
働
力
・
戦
闘
力
補
強
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
明
が
そ
れ
を
贖
罪
と
い
う
形
で
金
品
や
労
働
力
で
補
わ
せ

た
の
に
対
し
て
、
黎
朝
で
は
「
充
軍
」
と
い
う
刑
罰
は
取
り
込
ん
だ
も
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下
は
隊
長
に
至
る
ま
で
八
百
五
十
一
員
、
内
任
に
あ
っ
て
陞
充
さ

れ
た
も
の
及
び
御
前
各
軍
で
選
授
さ
れ
た
者
、
五
百
九
十
六
員
。

（
以
下
略
）

　
（
9
）		

三
等
軍
と
は
「
充
軍
や
徒
刑
な
ど
、
国
家
権
力
か
ら
み
て
劣
悪
な
質

の
兵
士
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
、
軍
制
の
中
で
低
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
軍
隊
で
あ
ろ
う
。」［
片
倉　

一
九
八
七
：
二
〇
七
］

　
（
10
）		

村
落（
社
）を
治
め
る
者
。聖
宗
期
以
降
に
は
社
長
と
名
称
が
変
わ
る
。

　
（
11
）		

「
人
ま
た
は
物
に
対
し
て
一
般
的
に
自
己
の
行
政
的
裁
量
権
を
及
ぼ

し
得
る
立
場
に
あ
る
」
官
の
こ
と
［
滋
賀
秀
三
（
訳
註
）　

一
九
七
九
：

三
二
四
］。

　
（
12
）		

各
書
に
つ
い
て
は
［
八
尾　

二
○
二
○
：
二
六
～
二
八
］
を
参
照
。

ま
た
各
書
の
条
文
番
号
は
［
八
尾
（
編
）　

二
○
二
○
］
の
付
録
部
分

に
従
う
。

　
（
13
）		

原
文
は
「
任
」
の
欠
画
字
。

　
（
14
）		

地
方
三
司
（
都
総
兵
使
司
・
承
政
使
司
・
憲
察
使
司
）
の
こ
と

　
（
15
）		

「
黎
朝
後
期
の
法
律
書
」
と
あ
る
が
、「
黎
朝
・
・
・
」
と
あ
る
書
は

阮
朝
期
の
写
本
で
、
阮
朝
期
に
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
も
多

く
存
在
す
る
。

　
（
16
）		

中
国
で
あ
れ
ば
、
年
代
記
以
外
に
も
判
例
集
で
あ
る
判
語
史
料
が
豊

富
で
あ
る
が
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
場
合
は
そ
れ
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

　
（
17
）		

李
朝
期
の
徴
兵
と
し
て
の
「
充
軍
」
記
録
と
し
て
、『
全
書
』
本
紀

三　

会
祥
大
慶
九
年
（
一
一
一
八
）
三
月
の
条
、『
全
書
』
本
紀
四　

大
定
七
年
（
一
一
四
六
）
八
月
の
条
、
大
定
二
十
一
年
（
一
一
六
〇
）

二
月
の
条
、
宝
符
四
年
（
一
一
七
九
）
春
正
月
の
条
、
治
平
竜
応
三
年

（
一
二
〇
七
）春
正
月
の
条
が
あ
る
。
次
の
陳
朝
期
の
徴
兵
と
し
て
の「
充

軍
」
記
録
と
し
て
は
、『
全
書
』
本
紀
五　

建
中
四
年
（
一
二
二
八
）

秋
八
月
～
九
月
の
条
、
天
応
政
平
十
五
年
（
一
二
四
六
）
春
二
月
の
条
、

紹
隆
四
年
（
一
二
六
一
）
春
正
月
の
条
、
重
興
三
年
（
一
二
八
七
）
春

註（
1
）		

例
え
ば
近
年
で
は
上
田
新
也
［
二
〇
一
九
：
第
四
章
～
第
六
章
］
な

ど
が
法
と
国
家
、
村
落
と
の
関
係
な
ど
を
考
察
し
て
い
る
。

　
（
2
）		
笞
刑
か
ら
徒
刑
ま
で
を
杖
刑
（
臀
杖
と
脊
杖
）
に
減
刑
す
る
も
の
。

こ
れ
は
『
宋
刑
統
』
名
例
律
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
（
3
）		
第
六
代
テ
ム
ル
（
成
宗
）
は
独
自
の
律
（
幻
の
大
徳
律
）
を
作
成
す

る
よ
う
に
命
じ
た
が
頒
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
［
佐
立　

二
〇
一
六
：

三
六
五
］。

　
（
4
）		

ど
の
死
罪
が
「
真
犯
死
罪
」
に
当
た
る
の
か
は
、
律
に
は
定
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、『
諸
司
職
掌
』
刑
部
、「
律
誥
該
載
」（
洪
武
三
十
年
律
に

附
さ
れ
て
い
た
）、
弘
治
一
○
年
（
一
四
九
七
）
に
奏
定
さ
れ
た
「
真

犯
雑
犯
死
罪
」
の
三
者
に
定
め
ら
れ
て
い
た
［
佐
立　

二
〇
一
八
：

二
八
六
］。

　
（
5
）		

梅
原
郁
［
一
九
九
六
：
二
五
一
～
五
六
］
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
者
全
般

に
認
め
ら
れ
る
贖
罪
制
度
は
宋
代
に
す
で
に
萌
し
た
と
い
う
。
な
お
陶

安
の
論
考
に
対
し
て
は
、
徳
永
洋
介
［
二
〇
〇
〇
］
に
「
律
の
刑
名
ど

お
り
か
、
贖
刑
に
替
わ
る
実
刑
を
科
せ
ら
れ
る
罪
名
も
決
し
て
少
な
く

な
い
」
と
の
批
判
が
あ
る
。

　
（
6
）		

氏
が
研
究
に
及
ば
な
か
っ
た
「
貶
資
」（
爵
位
の
降
下
）
に
関
し
て

は
山
本
達
郎
の
研
究［
一
九
八
七
］、さ
ら
に
そ
れ
を
批
判
し
た
拙
稿［
八

尾　

二
〇
二
一
］
が
あ
る
。

　
（
7
）		

こ
の
明
律
の
大
原
則
は
お
そ
ら
く
氏
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
の
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
本
国
の
研
究
者
も
認
知
し
て
い
な
い
。

　
（
8
）		

例
と
し
て
黎
太
宗
時
の
記
事
を
上
げ
て
お
く
。

		


　
『
全
書
』本
紀
一
一　

紹
平
元
年（
一
四
三
四
）夏
四
月
二
十
五
日
の
条

		


　

�

五
道
各
衛
軍
將
校
陞
除
、
自
衛
同
知
・
管
領
、
下
至
隊
長

八
百
五
十
一
員
、
在
内
任
陞
充
及
御
前
各
軍
選
授
者
、

五
百
九
十
六
員
。（
以
下
略
）

		


　

�

五
道
各
衛
軍
の
将
校
を
陞
除
す
る
こ
と
、
衛
同
知
・
管
領
よ
り
、
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�

敗
衂
の
罪
を
論
じ
る
。
黎
文
曉
の
勅
印
・
兵
民
を
追
収
し
、
黎
有

徳
を
貶
し
て
都
督
僉
事
と
為
す
。
属
将
黎
時
憲
・
鄭
丙
等
は
、
並

び
に
職
爵
を
罷
め
、
民
祿
を
収
む
。
黎
文
暿
・
武
百
福
等
は
、
黜

し
て
另
兵
と
為
し
、
黎
文
暿
は
軍
に
充
て
る
。

　
（
22
）		

黎
朝
後
期
の
徴
兵
と
し
て
の
「
充
軍
」
記
録
と
し
て
、『
全
書
』
本

紀
一
七　

光
興
十
九
年
（
一
五
九
六
）
夏
四
月
～
五
月
の
条
、『
全
書
』

續
編
二　

保
泰
二
年
（
一
七
二
一
） 

十
二
月
の
条
、同
六
年
（
一
七
二
五
）

冬
十
月
～
十
一
月
の
条
、
同
八
年
（
一
七
二
七
）
冬
十
月
～
十
月
十
七

日
の
条
、
同
九
年
（
一
七
二
八
）
冬
十
月
～
末
の
条
、『
全
書
』
續
編

三　

永
佑
五
年
（
一
七
三
九
）
六
月
～
秋
七
月
の
条
、
同
年
六
月
～
秋

七
月
の
別
条
、
同
六
年
（
一
七
四
〇
）
春
正
月
戊
寅
～
二
月
の
条
、
同

四
年
（
一
七
四
三
）
夏
五
月
の
条
、同
十
年
（
一
七
四
九
）
秋
七
月
の
条
、

同
三
十
年
（
一
七
六
九
）
夏
四
月
～
七
月
の
条
、
同
三
十
五
年

（
一
七
七
四
）
冬
十
月
～
十
二
月
の
条
が
あ
る
。

　
（
23
）		

五
軍
都
督
府
制
度
（
衛
所
制
）、
屯
田
所
制
策
に
関
し
て
は
、
八
尾

［
二
〇
〇
九
：
第
三
章
・
第
五
章
］
を
、
対
チ
ャ
ン
パ
戦
に
関
し
て
は
［
八

尾　

二
〇
一
五
］
を
参
照
。

〈
参
考
文
献
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石
野　

浩
・
川
村　

康
・
七
野　

敏
光
・
中
村　

正
人
、二
〇
一
二
、『
史
料
か
ら
み

る
中
国
法
史
』法
律
文
化
社

上
田　

新
也
、二
〇
一
九
、『
近
世
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
と
社
会
』大
阪
大
学
出
版
会

梅
原　

郁
、一
九
九
六
、「
宋
代
の
照
鈎
と
罰
銅
」、梅
原　

郁（
編
）『
前
近
代
中
園

の
刑
罰
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

片
倉　

穰
、一
九
八
七
、『
ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
法
の
基
礎
的
研
究
―『
国
朝
刑
律
』

と
そ
の
周
辺
―
』風
間
書
房

二
月
～
三
月
の
条
、『
全
書
』
本
紀
七　

紹
豊
二
年
（
一
三
四
二
）
秋

七
月
～
冬
十
月
の
条
、
大
治
六
年
（
一
三
六
三
）
春
二
月
の
条
、
隆
慶

二
年
（
一
三
七
四
）
秋
八
月
の
条
、
隆
慶
三
年
（
一
三
七
五
）
秋
八
月

の
条
が
あ
る
が
、
刑
罰
と
し
て
の
「
充
軍
」
記
事
は
な
い
。
次
の
胡
朝

期
（
一
四
〇
〇
～
〇
七
）
も
「
充
軍
」
に
関
す
る
記
事
は
『
全
書
』
に

な
い
。

　
（
18
）		

『
刑
律
』
名
例
章
第
一
条
の
規
定
で
は
徒
刑
に
は
三
段
階
あ
り
、
一

番
軽
い「
徒
役
丁
・
役
婦
」の
場
合
で
も
犯
情
重
い
と
さ
れ
れ
ば「
役
作
」、

二
段
階
目
の
「
徒
象
坊
兵
・
炊
室
婢
」
と
最
も
重
い
「
徒
種
田
兵
・
舂

室
婢
」
の
場
合
は
、「
居
作
」
が
課
さ
れ
た
。
さ
ら
に
流
刑
は
「
流
近
州
・

外
州
・
遠
州
」
の
三
段
階
が
あ
り
、
現
ゲ
ア
ン
省
か
ら
ト
ゥ
ア
テ
ィ
エ

ン
＝
フ
エ
省
で
の
配
所
で「
配
役
」が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
（
19
）		

洪
徳
元
年
に
聖
宗
は
チ
ャ
ン
パ
親
征
を
行
い
、
チ
ャ
ン
パ
の
当
時
の

中
心
地
で
あ
っ
た
現
ビ
ン
デ
ィ
ン
省
ま
で
を
版
図
に
加
え
「
広
南
承
宣
」

（
北
は
現
ク
ア
ン
ナ
ム
省
お
よ
び
ダ
ナ
ン
特
別
市
か
ら
南
は
ビ
ン
デ
ィ

ン
省
に
ほ
ぼ
該
当
）
を
置
い
た
。
升
華
衛
軍
は
現
ク
ア
ン
ナ
ム
省
内
、

思
義
衛
軍
は
現
ク
ア
ン
ガ
イ
省
内
、
懐
仁
衛
軍
は
現
ビ
ン
デ
ィ
ン
省
内

と
い
う
、
元
チ
ャ
ン
パ
の
版
図
に
位
置
し
た
。

　
（
20
）		

た
と
え
ば
『
故
黎
律
例
』
國
朝
新
增
條
例
六
十
四
條
の
第
五
九
条

		


　

�

一
條
、
無
故
宰
牛
私
。
無
故
而
宰
牛
耕
、
杖
八
十
、
以
徒
論
、
充

升
華
衞
。

		


　

�

一
条
、故
無
く
し
て
私
牛
を
宰ほ
ふ

る
。故
無
く
し
て
耕
牛
を
宰
っ
た
場

合
、杖
八
十
の
上
、徒
刑
を
以
て
論
じ
、升
華
衛
に
充
て
る
。

		


　

な
ど
。

　
（
21
）		

『
全
書
』
本
紀
一
八　

盛
德
三
年
（
一
六
五
五
）
六
月
の
条

		


　

�

論
敗
衂
罪
。追
收
黎
文
曉
敕
印
・
兵
民
、貶
黎
有
德
爲
都
督
僉
事
。屬

將
黎
時
憲
・
鄭
丙
等
、竝
罷
職
爵
、收
民
祿
。黎
文
暿
・
武
百
福
等
、黜

爲
另
兵
、黎
文
暿
充
軍
。
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